
避
難
先
で
の
混
乱
を
防
ぐ
た

め
、
津
波
警
報
と
大
津
波
警

報
の
違
い
や
、
対
象
区
域
を

正
し
く
理
解
し
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
と
説
明
し
「
特
に

釧
路
市
で
は
巨
大
地
震
が
予

測
さ
れ
て
お
り
、
正
し
く
恐

れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
周
知

し
て
い
き
た
い｣

と
語
っ
た


さ
ら
に
、
一
時
的
に
逃
げ

込
む
『
避
難
場
所
』
と
長
期

滞
在
す
る
『
避
難
所
』
を
明

確
に
区
別
し
、
逃
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
話
し
た
。

最
後
に
、
災
害
の
発
生
直

後
は
行
政
支
援
が
遅
れ
る
た

め
、
命
を
守
る
『
自
助
』
と

し
て
、
水
や
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
最
低
３
日
分
の
備
蓄
徹
底

と
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
活
用
を
呼
び
か
け
た
。

害
対
応
の
心
構
え
を
学
ぶ
た

め
、
釧
路
市
の
担
当
者
を
招

き
２
月
例
会
を
開
催
し
た


は
じ
め
に

市
の
担
当
者

は
東
日
本
大

震
災
以
降
、

『
防
災
』
か

ら
被
害
を
最

小
限
に
抑
え

る
『
減
災
』

へ
と
意
識
転

換
し
て
い
る

こ

と

を

強

調
。ま

た
、
津

波
警
報
時
に

女
性
会(

迫
田
栄
重
会
長)

は
２
日
（
月
）
、
昨
年
夏
の

津
波
警
報
発
令
を
受
け
、
災

材
育
成
の
環
境
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
今
後
も
両
市

で
人
材
・
経
済
的
交
流
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
。

す
る
た
め
、
よ
り
企
業
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
専
門
人
材
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
大
学
卒
業
後
に
は
約
８
割

の
学
生
が
研
修
先
の
企
業
に

就
職
す
る
な
ど
、

企
業
と
学
生
が
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
機

会
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
現
地
で

は
民
間
経
済
団
体

の
幹
部
と
の
懇
談

が
行
わ
れ
、
企
業

間
の
経
済
交
流
の

促
進
に
向
け
、
意

欲
的
な
提
案
を
受

け
た
。

当
所
で
は
、
２

０
１
４
年
か
ら


年
以
上
の
長
き
に

わ
た
る
支
援
事
業

の
終
了
に
向
け
、

現
地
に
お
け
る
人

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
た
。
学
生
が
最

長
１
年
間
海
外
の
企
業
で
研

修
す
る
本
制
度
は
、
特
定
の

大
学
や
専
攻
の
学
生
を
指
定

（
公
財
）
釧
路
根
室
圏
産
業

技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
２
人
で
現
地
を
訪
れ
た
。

人
材
育
成
事
業
で
は
、
釧

路
の
水
産
関
係
者
ら
が
講
師

を
務
め
専
門
知
識
を
解
説
す

る
動
画
を
搭
載
し
た
ｅ
―
ラ

ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
人
材
育
成
計
画
の
作
成
や

運
用
を
支
援
。
現
地
の
ト
レ

ー
ナ
ー
が
目
的
に
合
っ
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
提

供
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ

た
。人

材
還
流
事
業
に
つ
い
て

は
、
持
続
的
な
人
材
・
経
済

交
流
の
基
盤
づ
く
り
に
着

手
。
今
回
は
ダ
ナ
ン
大
学
な

ど
を
訪
問
し
、
高
度
人
材
の

採
用
に
繋
が
る
大
学
生
の
イ

当
所
が
３
か
年
事
業
と
し

て
受
託
し
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
『
ベ
ト
ナ
ム
国
水
産
都
市

ダ
ナ
ン
を
け
ん
引
す
る
人
材

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
来

期
最
終
年
度
を
迎
え
る
。

本
事
業
は
、
ダ
ナ
ン
市
の

水
産
業
に
お
い
て
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
構
成
し
て
い
る

各
段
階
に
ト
レ
ー
ナ
ー
を
養

成
す
る
『
人
材
育
成
事
業


両
市
の
水
産
関
連
事
業
者
や

技
能
実
習
生
な
ど
の
相
互
理

解
の
促
進
お
よ
び
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と

し
た
『
人
材
還
流
事
業
』
を

柱
と
し
て
い
る
。

今
回
は
、
事
業
の
中
間
報

告
の
た
め
１
月

日
（
月
）

か
ら

日
（
土
）
に
当
所
と

施
し
て
い
る
。

川
村
氏
は
、
函
館
市
の
水

産
の
歴
史
を
は
じ
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
経
緯
や
サ

ー
モ
ン
の
完
全
養
殖
に
成
功

し
た
研
究
成
果
な
ど
を
紹
介

し
、
今
後
の
課
題
や
市
場
価

値
を
高
め
る
た
め
の
展
望
を

話
し
た
。


日
に
は
、
函

館
市
国
際
水
産
・

海
洋
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
を
視
察

し
、
（
一
財
）
函

館
国
際
水
産
・
海

洋
都
市
推
進
機
構

の
川
村
真
一
事
務

局
長
か
ら
『
函
館

マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
函
館
市
や

北
海
道
大
学
な
ど
の
参
画
の

も
と
運
営
さ
れ
、
キ
ン
グ
サ

ー
モ
ン
・
マ
コ
ン
ブ
の
完
全

養
殖
と
魚
類
養
殖
で
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ

を
海
藻
養
殖
で

吸
収
す
る
地
域
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
、
北

海
道
大
学
の
改
革
・
人
材
育

成
を
目
指
し
調
査
研
究
を
実

長
、
多
田
玲
央
奈
課
長
補

佐
、
青
山
智
哉
氏
、
ひ
や
ま

漁
業
協
同
組
合
の
西
村
俊
昭

専
務
理
事
、
同
二

ふ

た

海み

サ
ー
モ

ン
の
高
橋
聖
治
代
表
の
説
明

で
施
設
や
漁
港
内
の
生
け
簀

を
視
察
し
た
。

同
町
は
町
営
施
設
で
種
苗

を
生
産
し
、
地
元
漁
業
者
３

名
に
よ
り
設
立
し
た
同
二
海

サ
ー
モ
ン
が
海
面
養
殖
を
担

う
自
立
経
営
体
制
を
確
立
し

て
い
る
。
ま
た
、
生
産
し
た

種
苗
は
八
雲
町
の
近
隣
地
域

な
ど
に
も
供
給
を
行
な
っ
て

い
る
。

視
察
で
は
、
種
苗
の
育
成

サ
イ
ク
ル
や
病
気
対
策
、
海

面
養
殖
の
管
理
体
制
、
コ
ス

ト
な
ど
、
生
産
や
運
営
に
関

す
る
こ
と
の
ほ
か
、
増
産
に

向
け
た
施
設
の
拡
張
が
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
た
。

産
養
殖
に
関
す
る
視
察
研
修

会
を
実
施
。
部
会
役
員
ら
７

人
が
参
加
し
た
。


日
は
八
雲
町
の
ト
ラ
ウ

ト
サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設

と
熊
石
漁
港
を
訪
問
し
、
八

雲
町
水
産
課
の
吉
田
一
久
課

水
産
部
会
（
笹
谷
智
貴
部

会
長
）
で
は
、
今
年
度
の
重

点
項
目
に
『
水
産
増
養
殖
事

業
の
実
施
に
向
け
た
情
報
収

集
と
側
面
的
支
援
』
を
掲
げ

活
動
し
て
お
り
、
１
月

日

（
火
）
、

日
（
水
）
に
水

会

員

の

皆

様

へ

会
費
納
入
の
お
願
い

令
和
７
年
度
分
の
会
費
請

求
書
（
再
請
求
）
を
対
象
と

な
る
会
員
事
業
者
へ
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
届
い
た
請
求
書

は
、
３
月

日
（
火
）
ま
で

に
お
近
く
の
金
融
機
関
、
ま

た
は
当
所
窓
口
に
ご
持
参
の

う
え
、
ご
納
入
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務

課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

１
ま
で
。

Ｒ
）
ま
た
は
補
助
金
事
務
局


（
６
７
４
７
）
４
６
０
９

ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

持
続
化
補
助
金

公
募
要
領
公
開

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
の
一
般
型
（
通
常
枠
）

第

回
お
よ
び
創
業
型
第
３

回
の
公
募
要
領
が
公
開
に
な

り
ま
し
た
。

申
請
受
付
け
は
、
３
月
６

日
（
金
）
～
４
月

日(

木)

午
後
５
時
ま
で
。
採
択
発
表

は
７
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
商
工
会
議
所
で
発

行
す
る
事
業
支
援
計
画
書

（
様
式
４
）
の
締
め
切
り
は

４
月

日
（
木
）
ま
で
と
な

り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
補
助
金
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ

け
た
改
善
点
や
魅
せ
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

参
加
者
は
「
商
談
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
中
、
こ
の

よ
う
な
場
を
開
い
て
く
れ
て

あ
り
が
た
い
。
研
修
会
も
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
た
。

バ
イ
ヤ
ー
は
「
始
め
た
ば

か
り
の
商
品
か
ら
全
国
展
開

し
て
い
る
も
の
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
の
魅
力
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
」
「
参
加
者

の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
、
た

く
さ
ん
の
商
品
を
知
る
機
会

は
貴
重
。
参
加
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
」
と
語
っ

た
。休

憩
時
間
に
は
、
参
加
者

同
士
で
商
品
に
つ
い
て
語
る

姿
や
、
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
質

問
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

発
の
プ
ロ
を
招
き
、
商
品
の

磨
き
上
げ
や
販
路
拡
大
を
目

的
に
２
０
１
６
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
今
年
は
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
Ｐ
Ｒ
方
法
・
商
品

開
発
を
ベ
ー
ス
に
全
４
回
の

研
修
会
・
個
別
相
談
会
を
進

め
て
き
た
。

最
終
日
と
な
る
今
回
は
、

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
な
げ

る
た
め
、
知
名
度
が
高
い
企

業
の
バ
イ
ヤ
ー
・
商
品
政
策

担
当
者
を
招
く
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
研
修
で
講
師
を

務
め
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

専
門
家
も
同
席
し
商
談
会
・

相
談
会
を
行
っ
た
。

商
談
会
で
は
、
事
業
者
が

研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
て
自
社
商
品
を
Ｐ
Ｒ

し
、
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
さ
ら

な
る
商
品
の
磨
き
上
げ
に
向

済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催

し
、

事
業
者
が
参
加
し

た
。本

事
業
は
、
講
師
と
し
て

バ
イ
ヤ
ー
や
商
品
流
通
・
開

当
所
と
釧
路
市
、
釧
路
信

用
金
庫
共
催
に
よ
る
『
販
路

拡
大
・
磨
き
上
げ
研
究
会
』

の
個
別
商
談
会
・
相
談
会
を

１
月

日
（
木
）
に
道
東
経

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
証
を

目
的
と
し
て
行
っ
た
。

会
場
は
、
野
外
テ
ン
ト
内

の
飲
食
ブ
ー
ス
と
Ｅ
Ｇ
Ｇ
内

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
分
か
れ

て
お
り
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
は

地
元
企
業
ら
が
つ
ぶ
や
ホ
タ

テ
生
ビ
ー
ル
な
ど
を
販
売


特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
北
陽
高

校
吹
奏
楽
局
や
シ
ー
ク
レ
イ

ン
バ
ン
ド
、
Ｄ
Ｊ

Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ

Ａ
Ｎ
Ｙ
氏
に

よ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。


日
の
午
後
６
時
に
は
尾

越
会
長
が
ス
テ
ー
ジ
へ
登

壇
。
開
催
に
あ
た
り
、
来
場

者
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
へ
の

感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に

「
夏
と
比
べ
て
、
釧
路
の
冬

の
観
光
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題

が
あ
る
。
冬
季
の
観
光
資
源

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
釧

路
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
来
場
者
と
と

も
に
乾
杯
し
た
。

冬
を
楽
し
む
新
た
な
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
釧
路
ウ
イ

ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
初
開
催

し
、
２
日
間
で

約
８
０
０
人
が

来
場
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト

は
、
釧
路
に
お

け
る
冬
季
の
観

光
需
要
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、

冬
の
釧
路
な
ら

で
は
の
景
観
や

炉
ば
た
文
化
な

ど
の
地
域
資
源

と
光
や
音
楽
を

組
み
合
わ
せ
た

青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
尾
越

亮
介
会
長
）
で
は
、
１
月


日
（
金
）
・

日
（
土)

に


委
員
会
な
ど
に
諮
っ
た
後
、

３
月
の
常
議
員
会
を
経
て
通

常
議
員
総
会
で
決
定
す
る
。

け
た
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

今
回
承
認
さ
れ
た
事
業
計

画
案
は
今
後
各
部
会･

常
設

さ
を
活
か
し
た
人
口
減
対
策

な
ど
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
と
中
小
企
業
の
発
展
に
向

左
右
す
る
重
要
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
」
と
強
調
。
「
会

議
所
の
担
い
を
遂
行
す
る
た

め
各
業
界
の
実
感
を
踏
ま
え

た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
た
。

本
計
画
の
原
案
で
は
〝
描

く
・
興
す
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
①
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
②
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
、

③
ま
ち
、
④
人
材
、
⑤
人
口

減
対
策
を
重
点
分
野
に
掲

げ
、
各
分
野
に
お
け
る
具
体

的
な
項
目
を
提
案
。
新
た
に

『
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け

た
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
及
び
Ｄ

Ｘ
の
推
進
』
『
外
貨
獲
得
に

向
け
た
付
加
価
値
向
上
及
び

マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
へ
の
取

組
』
『
高
等
教
育
機
関
の
機

能
維
持
及
び
人
材
育
成
環
境

の
整
備
促
進
』
の
項
目
を
加

え
、
地
域
や
事
業
者
の
〝
稼

ぐ
力
〟
の
強
化
、
人
材
育
成

の
環
境
整
備
、
釧
路
の
涼
し

振
興
策
、
行
政
へ
の
政
策
提

言
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

事
業
計
画
は
会
議
所
活
動
を

行
う
た
め
の
指
針
と
な
る
。


日
の
会
議
で
は
、
正
副

会
頭
と
８
つ
の
部
会
（
商

業
商
事
理
財
水
産
工
礦

業
建
設
運
輸
交
通
、
観
光

サ
ー
ビ
ス)

の
部
会
長
５
つ

の
常
設
委
員
会(

総
務
財
政


地
域
開
発
、
中
小
企
業
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
政

策
）
の
委
員
長
ら
が
出
席

し
、
事
前
に
政
策
委
員
会
や

会
頭
・
副
会
頭
会
議
で
協
議

し
た
原
案
を
審
議
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
栗
林
定
正

会
頭
は
地
域
や
事
業
者
を
取

り
巻
く
現
状
に
触
れ
「
課
題

が
山
積
し
、
地
域
の
未
来
を

性
化
や
発
展
を
目
指
し
、
商

工
業
者
の
経
営
支
援
や
地
域

当
所
は
、
地
域
総
合
経
済

団
体
と
し
て
地
域
経
済
の
活
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令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
会
頭
・
副
会
頭
と
部
会
長
・
委
員
長
会
議

が

日
（
火
）
午
後
２
時

分
よ
り
行
わ
れ
た
。
今
後
、
当
所
を
構
成
す
る
部
会
と
常

設
委
員
会
で
原
案
の
協
議
が
進
め
ら
れ
、
３
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
通
常
議
員
総
会
で

の
承
認
を
経
て
事
業
計
画
と
予
算
が
決
定
す
る
。

八雲町の種苗生産施設を視察する一行

マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

説
明
を
受
け
る
様
子

事
業
計
画
の
策
定
に
向
け

令
和
８
年
度

事

業

計

画

部
会･
委
員
会
で
審
議

養殖事業の先行事例学ぶ
水産部会視察研修会

八雲町･函館市を訪問

自
然
災
害
の
備
え
学
ぶ

女
性
会

２
月
例
会

冬
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
に
賑
わ
い

ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
開
催

商談会･相談会を実施
販路拡大･磨き上げ研究会

事業者にアドバイスするバイヤー

日に開催した部会長委員長会議

初開催した釧路ウインターガーデン

ご
案
内
コ
ー
ナ
ー

持
続
的
な
人
材･

経
済
交
流
へ

Ｊ

Ｉ

Ｃ

Ａ

草
の
根
事
業

現
地
で
中
間
報
告

２日に開催した例会

ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
運
用
に
つ
い
て

説
明
す
る
様
子

５ ２０２６年（令和８年）２月１５日（日曜日） （第三種郵便物認可）


